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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ｒ  Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
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「 I n d e x② 労 働 力 不 足 × 維 持 管 理 」 ③  

水：現状（背景） 

緑：現状に対する問題点 

橙：理想 

紫：条件や解答の目的 

赤：題意（前提条件） 
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１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 労 働 環 境 の 改 善  

 建 設 業 は 労 働 力 に 依 存 し て い る 。 し か し 、 生 産 年 齢

人 口 の 減 少 に 伴 い 、 従 来 の 労 働 環 境 の 厳 し さ が 人 手 不

足 を 加 速 さ せ て い る 。 特 に 、 長 時 間 労 働 や 週 休 ２ 日 制

の 未 整 備 、 3 K （ き つ い ・ 汚 い ・ 危 険 ） と い っ た 要 因 が

若 年 層 の 就 業 を 妨 げ て お り 、 建 設 業 の 存 続 も 危 惧 さ れ

る 。 よ っ て 、 持 続 性 の 観 点 か ら 労 働 環 境 の 改 善 が 課 題

で あ る 。  

（ ２ ） 予 防 保 全 へ の 移 行  

 高 度 成 長 期 以 降 に 整 備 さ れ た 社 会 資 本 施 設 は 、 財 源

不 足 に よ り 適 切 な 維 持 管 理 が 行 わ れ ず 、 老 朽 化 が 進 行

し て い る 。 こ れ に よ り 、 水 道 管 の 破 裂 や 道 路 陥 没 な ど

の 事 故 が 発 生 し 、 事 後 対 応 で は 復 旧 コ ス ト の 増 大 や 社

会 的 影 響 の 拡 大 を 招 く 恐 れ が あ る 。 そ の た め 、 損 傷 が

顕 在 化 す る 前 段 階 で 計 画 的 な 維 持 管 理 を 早 急 に 実 施 す

る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 予 防 保

全 へ の 移 行 を 加 速 さ せ る こ と が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化  

現 在 、 約 3 0 0 万 人 い る 建 設 技 術 者 は 今 後 1 0 年 で 約

1 0 0 万 人 が 高 齢 化 に よ り 離 職 す る と さ れ て い る 。 さ ら

に 、 2 0 2 4 年 か ら の 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 に よ り 労 働

力 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 デ ジ タ

ル 技 術 は 急 速 に 発 展 し て お り 、 業 務 の 効 率 化 や 省 人 化

を 図 る 手 段 と し て 期 待 さ れ て い る 。 よ っ て 、 生 産 性 の
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観 点 か ら イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 が 課 題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 は 即 効 性 が あ り 、 早 急 な 対 応 が

可 能 な た め 「 イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 」 を 最 も 重 要 な 課

題 に 選 定 し 、 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

（ １ ） 新 技 術 の 活 用  

 生 産 性 の 向 上 及 び 省 力 化 、 省 人 化 を 図 る た め 、 ド ロ

ー ン 等 の 新 技 術 を 活 用 す る 。 例 え ば 、 測 量 に ド ロ ー ン

を 活 用 し 、 短 時 間 で 高 精 度 な 三 次 元 地 形 情 報 を 取 得 す

る 。 ま た 、 遠 隔 操 作 に よ り 、 作 業 員 が 危 険 な 場 所 に 立

ち 入 る こ と な く 、 安 全 か つ 少 な い 人 数 で 点 検 を 行 う 。

さ ら に 、 道 路 上 の 点 検 で は 、 ド ロ ー ン を 活 用 す る こ と

で 交 通 規 制 を 行 わ ず に 作 業 を 実 施 す る 。  

（ ２ ） B I M / C I M の 活 用  

 イ ン フ ラ 分 野 全 体 で 業 務 の 合 理 化 を 図 る た め 、 調

査 ・ 設 計 か ら 維 持 管 理 ま で の 全 工 程 で B I M / C I M を 用 い

て ３ 次 元 デ ー タ を 共 有 す る 。 例 え ば 、 地 下 埋 設 物 に つ

い て は 、 設 計 段 階 の ３ D デ ー タ に 調 査 結 果 を 反 映 し 、

構 造 物 の 位 置 や 概 要 を 正 確 に 把 握 す る 。 こ れ に よ り 、

工 事 の 手 戻 り を 削 減 し 、 維 持 管 理 を 計 画 的 か つ 効 率 的

に 実 施 す る 。 ま た 、 視 覚 的 な 情 報 を 活 用 し て 地 元 説 明

会 を 行 い 、 合 意 形 成 を 円 滑 に 進 め る 。  

（ ３ ） 国 土 交 通 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾟ ﾗ ｯ ﾄ ﾌ ｫ ｰ ﾑ の 活 用  

 国 ・ 自 治 体 ・ 建 設 業 者 な ど の 関 係 者 間 で 道 路 、 河 川 、

都 市 な ど の イ ン フ ラ 施 設 の 情 報 を 統 合 管 理 し 、 効 率 的
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か つ 効 果 的 な 維 持 管 理 を 実 現 す る た め 、 国 土 交 通 デ ー

タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、 コ ン ク

リ ー ト 診 断 士 に よ る 損 傷 状 況 の 評 価 を 実 施 す る と と も

に 、 劣 化 予 測 モ デ ル を 活 用 し た 補 修 計 画 を 策 定 す る 。

発 注 者 、 点 検 者 、 専 門 家 の 関 係 者 間 で 横 断 的 に 対 策 検

討 を 行 い 、 意 思 決 定 の 迅 速 化 を 図 る 。 地 方 自 治 体 で は 、

過 去 の 類 似 損 傷 デ ー タ を 参 照 す る こ と で 、 点 検 ・ 補 修

の 判 断 基 準 を 標 準 化 し 、 限 ら れ た 人 的 資 源 の 中 で も 効

率 的 な 維 持 管 理 を 行 う 。 ま た 、 イ ン フ ラ 情 報 を 一 般 公

開 す る こ と で 、 民 間 事 業 者 が 新 技 術 の 開 発 や コ ス ト 削

減 を 進 め 、 業 務 効 率 化 を 加 速 さ せ る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映 像 取

得 ・ 解 析 や 各 分 野 の デ ジ タ ル デ ー タ 利 用 が 増 加 す る 。

そ の た め 、 ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻

撃 の リ ス ク が 高 く な る 。 対 策 と し て は V P N 接 続 や フ ァ

イ ア ウ ォ ー ル 、 電 磁 シ ー ル ド な ど の 多 層 防 御 を 導 入 し 、

シ ス テ ム の 安 全 性 を 確 保 す る 。 ま た 、 B C P （ 事 業 継 続

計 画 ） に シ ス テ ム 障 害 項 目 を 加 え 、 サ イ バ ー 攻 撃 に よ

る 影 響 を 最 小 限 に 抑 え 、 迅 速 な 復 旧 対 応 を 実 現 す る 。

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  


